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東
京
に
大
雪
が
降
っ
た
と
思
え
ば
、
２

週
間
後
に
は
関
東
で
夏
日
と
な
り
、
驚
く

ま
も
な
く
、
再
び
雪
。
気
象
の
異
常
を
肌

で
感
じ
る
昨
今
、
農
作
物
は
大
丈
夫
か
と

考
え
た
方
も
多
い
は
ず
。

　

政
府
は
２
月
27
日
に
な
っ
て
、
よ
う
や

く
、
食
料
安
全
保
障
強
化
の
た
め
の
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
改
正
案
を

閣
議
決
定
し
た
。
こ
の
法
案
で
は
、
政
府

が
食
料
逼
迫
を
未
然
に
防
ぐ
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
、
首
相
を
ト
ッ
プ
と
す

る
対
策
本
部
を
設
置
し
、
米
や
小
麦
、
大

豆
な
ど
重
要
品
目
の
確
保
す
べ
き
数
量
を

設
定
し
た
り
、
生
産
者
に
生
産
拡
大
を
要

請
で
き
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

商
社
な
ど
に
対
し
て
は
有
事
に
食
糧
不
足

が
見
込
ま
れ
る
際
、
代
替
の
輸
送
ル
ー
ト

と
い
っ
た
輸
入
計
画
の
提
出
も
求
め
る
方

針
だ
。

　
食
べ
る
量
を
減
ら
す
以
外
に

　
節
約
の
余
地
が
少
な
い

　

食
料
の
安
全
保
障
に
関
し
て
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
で
世
界
中
が
影
響
を
受
け
、
改
め

て
注
目
さ
れ
た
。
小
麦
の
輸
出
量
で
ロ
シ
ア

は
１
位
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
５
位
だ
っ
た
上
、

両
国
が
と
う
も
ろ
こ
し
や
大
豆
で
も
主
要
な

産
地
だ
っ
た
か
ら
だ
。
ロ
シ
ア
侵
攻
後
、
小

麦
の
価
格
は
跳
ね
上
が
り
、
一
時
23
％
も
上

昇
し
た
。

　

２
０
２
３
年
後
半
に
は
そ
れ
ほ
ど
上
が
ら

な
か
っ
た
コ
メ
の
値
段
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
進
行

前
に
比
べ
37
％
も
高
く
な
っ
た
。
な
ぜ
か
？

コ
メ
消
費
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
に
集
中
し

て
い
る
が
、
国
際
的
な
取
引
量
は
少
な
い
。

生
産
量
の
わ
ず
か
10
％
が
世
界
市
場
に
出
回

る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
ん
な
中
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
で
高
騰
し
た
小
麦
に
代
わ
っ
て
パ
ス
タ

や
パ
ン
の
代
わ
り
に
コ
メ
を
食
べ
る
動
き
が

広
が
っ
た
。
そ
こ
に
、
南
米
ペ
ル
ー
沖
で
海

面
水
温
が
上
昇
す
る
「
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現

象
」
が
起
こ
り
雨
不
足
と
な
っ
た
上
、
中
国

や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
も
旱
魃
や
豪
雨
な
ど

の
異
常
気
象
が
続
い
た
。「
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
」
に
よ
り
、
南
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア

は
２
０
２
４
年
に
入
っ
て
も
高
温
小
雨
と
な

る
可
能
性
が
高
い
。
コ
メ
は
、
ア
ジ
ア
を
中

心
に
数
十
億
人
が
主
食
と
す
る
重
要
な
食
品

だ
。そ
の
安
全
供
給
が
脅
か
さ
れ
よ
う
と
し
、

そ
の
危
機
感
か
ら
世
界
の
食
品
イ
ン
フ
レ
の

中
心
が
、
コ
メ
需
要
の
８
割
が
集
中
す
る
ア

ジ
ア
に
移
っ
て
き
た
形
だ
。

　

そ
こ
で
動
い
た
の
が
イ
ン
ド
だ
。
国
際
市

場
で
取
引
さ
れ
る
コ
メ
の
約
40
％
を
供
給

す
る
輸
出
大
国
の
２
０
２
２
年
の
輸
出
量

は
２
２
１
２
万
ト
ン
で
、
第
２
位
の
タ
イ

（
７
６
８
万
ト
ン
）
と
第
３
位
の
ベ
ト
ナ
ム

（
７
０
５
ト
ン
）
を
合
わ
せ
た
よ
り
遥
か
に

大
き
い
。
輸
出
先
は
１
４
０
ヵ
国
以
上
だ
。

　

そ
の
イ
ン
ド
が
、
高
級
品
種
を
除
く
コ
メ

の
輸
出
禁
止
を
決
め
た
。「
自
国
優
先
の
囲

い
込
み
」
だ
。
世
界
最
大
の
コ
メ
生
産
国
で

あ
る
中
国
は
、ほ
ぼ
全
て
を
国
内
で
消
費
し
、

さ
ら
に
安
価
な
米
を
輸
入
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
は
２
０
２
４
年
４
〜
５
月
に
総
選

挙
を
控
え
て
お
り
、
与
党
に
不
利
に
な
る
食

糧
の
イ
ン
フ
レ
は
抑
え
た
い
。イ
ン
ド
の「
コ

メ
囲
い
込
み
」
は
５
月
ま
で
は
解
消
さ
れ
な

い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

コ
メ
の
確
保
に
懸
命
に
動
く
。一
部
で
は「
買

い
占
め
」
の
動
き
も
見
ら
れ
る
。

　

食
品
に
輸
出
制
限
を
課
す
国
の
数
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
前
の
３
ヵ
国
か
ら
、

２
０
２
３
年
９
月
時
点
で
19
ヵ
国
に
増
え

た
。
た
と
え
ば
、
ト
ル
コ
で
は
肉
・
食
用

油
・
豆
類
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
砂
糖
、
イ
ン

ド
で
は
コ
メ
の
ほ
か
に
砂
糖
と
小
麦
、
中
国

で
は
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
が
禁
輸
対
象
と
な
っ

て
い
る
（
国
際
食
糧
政
策
研
究
所
＝
Ｉ
Ｆ
Ｐ

Ｒ
Ｉ
）。
さ
ら
に
、
今
後
、
中
国
が
ど
う
動

く
か
が
波
乱
要
因
と
な
る
。
コ
メ
や
と
う
も

ろ
こ
し
を
生
産
す
る
「
穀
倉
地
帯
」
で
あ
る

北
東
部
は
２
０
２
３
年
夏
、
豪
雨
と
洪
水
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
２
０
２
２
年
の

純
輸
入
量
（
輸
出
入
の
差
し
引
き
）
は
約

『
飽
食
の
時
代
』か
ら

　『
食
料
安
全
保
障
』に
目
を
向
け
た
時
代
へ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
夫
人

松
富
か
お
り

松
富
か
お
り
の〈
世
界
と
日
本
の
安
全
保
障
〉④
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４
０
０
万
ト
ン
だ
っ
た
が
、
輸
入
拡
大
に
動

く
な
ら
コ
メ
の
国
際
価
格
を
さ
ら
に
押
し
上

げ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

コ
メ
高
騰
で
最
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
る

の
は
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
だ
。
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
や
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
な
ど
西

ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
、
２
０
２
２
年
に
は
、

国
際
取
引
さ
れ
る
コ
メ
の
31
％
を
輸
入
し
て

い
た
。
カ
カ
オ
や
果
物
に
生
産
が
偏
り
、
主

食
で
あ
る
コ
メ
や
小
麦
は
輸
入
に
依
存
し
て

い
た
上
、
対
ド
ル
で
通
貨
安
が
進
み
、
食
糧

価
格
は
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。

　

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
は
今
年
も
続
く
見
通

し
。
各
国
の
「
自
国
優
先
の
囲
い
込
み
」
も

あ
り
、
価
格
の
高
騰
が
お
さ
ま
る
出
口
は
ま

だ
見
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
２
０
２
３
年
11
月
の
物
価
上
昇
率
は
４
・

１
％
。
そ
の
イ
ン
フ
レ
要
因
の
約
３
割
が
コ

メ
価
格
の
上
昇
だ
。
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
で
は
、
も
と
も
と
消
費
に
占
め
る
食
糧
の

比
率
が
３
〜
５
割
と
高
い
。
多
く
の
国
で
、

食
べ
る
量
を
減
ら
す
以
外
に
節
約
の
余
地
が

少
な
く
、
貧
し
い
人
々
ほ
ど
、
生
活
が
苦
し

く
な
り
や
す
い
。

　
自
国
の
農
業
を
育
て
、

　
　
多
く
の
代
替
輸
入
先
を
確
保

家
畜
の
排
泄
物
や
落
ち
葉
、
麦
わ
ら
な
ど
、

国
内
で
手
に
入
る
原
料
か
ら
生
産
で
き
、
化

学
肥
料
よ
り
安
全
な
有
機
肥
料
を
見
直
し
て

い
く
事
。
さ
ら
に
、
下
水
汚
泥
の
原
料
化
が

あ
る
。
実
は
神
戸
市
な
ど
で
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
た
が
、
東
京
都
も
、
下
水
汚
泥
か
ら
、

肥
料
の
原
料
と
な
る
リ
ン
を
取
り
出
す
た
め

の
実
証
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
肥
料
の

重
要
な
要
素
は
リ
ン
、
窒
素
、
カ
リ
ウ
ム
。

そ
の
う
ち
、
リ
ン
を
自
国
で
賄
え
れ
ば
大
き

な
プ
ラ
ス
に
な
る
。
東
京
都
の
下
水
処
理
量

は
全
国
の
約
１
割
を
占
め
て
お
り
、
事
業
が

軌
道
に
乗
れ
ば
、
リ
ン
の
有
力
な
供
給
源
に

な
る
。
江
東
区
の
下
水
処
理
施
設
で
は
年
70

ト
ン
の
生
産
を
見
込
む
。
軌
道
に
の
れ
ば
、

他
の
地
域
に
も
提
供
で
き
る
と
い
う
。

　

温
暖
化
や
、
世
界
情
勢
の
見
通
し
が
不
透

明
と
な
る
中
、『
飽
食
の
時
代
』
を
卒
業
し
、

自
国
の
農
業
を
育
て
、
足
り
な
い
も
の
は
多

く
の
代
替
輸
入
先
を
確
保
し
な
が
ら
、『
食

糧
の
安
全
保
障
』
に
真
剣
に
目
を
向
け
る
と

き
が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

に
と
ど
ま
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
っ

て
油
の
値
上
が
り
で
多
く
の
食
品
も
値
上
げ

さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

政
府
は
２
０
３
０
年
度
に
生
産
額
ベ
ー
ス

の
食
料
自
給
率
を
75
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
を
目
指
す
。
そ
れ
は
可
能
な
の
か
？

　

ま
ず
、
コ
メ
に
関
し
て
は
、
暑
さ
に
強
い

品
種
の
導
入
が
不
可
欠
だ
。
さ
ら
に
コ
メ
農

家
の
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
に
な
る
。
こ
の

点
で
は
、
食
糧
の
安
全
保
障
に
異
常
な
ほ
ど

執
着
し
て
き
た
中
国
の
例
が
参
考
に
な
る
。

中
国
の
農
家
の
平
均
年
齢
は
50
代
。
習
近
平

政
権
は
農
業
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
べ
く
力

を
入
れ
て
き
た
。
牛
の
搾
乳
な
ど
、
農
業
の

一
部
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
代
替
で
き
る
。
四
川
省

成
都
市
で
は
、
理
論
上
、
年
10
回
の
収
穫
が

可
能
な
「
無
人
の
野
菜
農
場
」
を
開
発
し
た
。

日
本
は
ロ
ボ
ッ
ト
先
進
国
だ
。
様
々
な
工
夫

に
よ
っ
て
、
農
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
置
き
換

え
る
試
み
を
促
進
で
き
な
い
か
？

　

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
る
小
麦
、

大
豆
、
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
、
化
学
肥
料

は
、
輸
入
先
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
安
定
供

給
を
目
指
す
べ
き
だ
。
特
に
肥
料
に
関
し
て

は
、日
本
が
多
く
を
輸
入
し
て
き
た
中
国
が
、

輸
出
制
限
を
始
め
た
こ
と
か
ら
、
緊
急
に
対

策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

１
つ
に
は
、
有
機
肥
料
の
活
用
が
あ
る
。

　

中
国
は
、「
一
帯
一
路
政
策
」
の
も
と
、

国
有
企
業
が
世
界
各
地
に
食
糧
調
達
の
網
を

張
り
始
め
た
。
最
大
の
と
う
も
ろ
こ
し
輸
入

先
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
悪
化
後

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
輸
入
に
急
速
に
軸
足
を

移
し
た
。
２
０
２
２
年
８
月
は
ゼ
ロ
だ
っ
た

ブ
ラ
ジ
ル
産
。
２
０
２
３
年
９
月
に
は
ブ
ラ

ジ
ル
産
が
１
２
２
万
ト
ン
に
増
え
、
ア
メ
リ

カ
産
は
わ
ず
か
７
万
ト
ン
と
な
っ
た
。

　

世
界
は
と
っ
く
に
、
来
る
べ
き
食
糧
不
足

の
時
代
に
備
え
よ
う
と
し
て
き
た
の
だ
。

　

世
界
的
な
人
口
増
加
は
止
ま
ら
な
い
、
途

上
国
は
発
展
し
、
気
候
の
温
暖
化
や
気
象
異

常
は
酷
く
な
る
。
さ
ら
に
、
様
々
な
所
で
紛

争
が
始
ま
る
と
す
れ
ば
、
世
界
は
『
食
糧
争

奪
戦
』
の
時
代
に
入
る
。

　

一
方
、
日
本
は
こ
の
数
年
、
輸
入
食
品
の

値
上
が
り
な
ど
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
が
国
民
の

生
活
を
直
撃
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

よ
う
や
く
「
食
糧
の
安
全
確
保
」
へ
向
け
て
、

閣
議
決
定
が
な
さ
れ
た
ば
か
り
。

　

確
か
に
、
主
食
で
あ
る
コ
メ
の
自
給
率
は

ほ
ぼ
１
０
０
％
。
し
か
し
、
高
温
化
で
コ

メ
の
品
質
は
下
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
言
え
ば
、
日
本
の
食
料
自

給
率
は
38
％
と
Ｇ
７
で
最
も
低
い
。
特
に
、

豆
腐
や
納
豆
な
ど
の
原
料
と
な
る
大
豆
は

25
％
、
砂
糖
は
34
％
、
油
類
は
わ
ず
か
３
％

「明日は戦場にいるかもしれない」


